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わたしはこう考える①

ポイ捨てされて割れたピンは土中の牙
農業をするものにとっては静蔵です

古都延男さん（浅木）
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てられて割れたビンは、 　すく義 土中のぐ牙、となり、 

私たち農業をするものにとってはたいへんな脅威で す。事実、ガラスの破片で危険な目に遭った人もた ��己 】 �Ll ま ち づ �ら ス タ i �り 組 む た �ひ と つ も 落 � � 

くさんいます。また、破片を拾うのにも相当の時間 

が必要で、その間は当然、作業は、ストップしてし ���く �卜 す �め 

まいます。田んぼと言え �ぱ私たちの大切な職場。本 ��り の た ��の �ち て 
当に困ったものです。ポイ捨てがどれだけ人に迷惑 ヽ－ ����る �‾1 

をカ　ナてしろかを分力ってもらいたいですね。 ���め に わ た し た ち は 何 を す べ き か 考 え て �ゴ 、 の ポ イ 捨 て lI を 纏 う章で 止 し き く＿ の 条 例 �遠 貰 町 環 境 美 化 Iこ 関 �しヽ な し＼ 町 ○ 清 潔 で 美 

インタビュー 

ゴさ地ががミまきィ 、轟繭端鶉 

：：：：：襲 �����す る 条 里 が 制 定 さ �し 豊 漉き 質 町 を め ざ し 

：三三：：「 （ 、は 誓い　差 ���み ま し た �の 制 定 の 背 旦 恩 そ し �れ ま し た ° A ‾7′ 年 の 4 �町 ぐ る み で 環 境 の 

た
り
前
の
こ
と
だ
け
ど

も
う
書
店
、
考
え
て
み
よ
う
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霊寒露‾　蓋噛 　　・．琵∵議襲 　　　レー1＿－、 

る　て　集所　ミ　と　が　と　「
よ　を　中　や　は　捨　ほ　い　白

う　す　し　す、て　と　う　分

い　。だ

な　　れ
い　　も

町の自性の一つ“母なる大河遠賀Jill’。しかし、河川敷のいた

るところにポイ捨てゴミが散乱している。

Ilイ捨てわたしはこう考える② �（D 

ポイ膳でされない環境をつくるのも 大切なことではむいでしょうか 清末為治さん（木守） †花壇（木守橋横の土 i地を木守老人クラブが 整備したもの）を整備 「十三∴一：：：－－：： 使えず、苦労したのを覚えています。「それなら」と、 老人クラブで花壇を作ることにしたんです。花壇は 平成3年に完成しました。それからというもの、あ れかナ捨てられていたゴミが捨てられなくなりまし た。人の心理とでも言うのでしょうが。きれいなと ころには捨てないものなんですね。ポイ捨てされな い環既をつくるのも大切なことだと感じています。 

の　の　　に　容発て　る　　施　ど　く　陸風　　　　　策　に 
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Tへ

が
あ
げ

の
が
現
状
で
す
。
「
当
た
り
前
の
こ
と

を
も
う
一
度
、
町
と
町
民
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
」
そ
う

判
断
し
た
町
で
は
、
『
遠
賀
町
環
境
美

化
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
　
（
1
2
月

議
会
で
決
定
）
、
4
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

町
く
る
み
の
取
り
組
み
で

清
潔
で
美
し
い
町
に

十
六
の
条
文
か
ら
な
る
　
『
遠
賀
町
境

競
業
化
に
関
す
る
条
例
」
は
、
町
内
の

空
き
缶
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
ゴ
ミ
の

散
乱
防
止
や
再
資
源
化
に
関
し
て
、
必

要
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

町
民
や
町
を
訪
れ
る
人
、
事
業
者
、
土

地
・
建
物
の
所
有
者
や
管
理
者
と
町
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
清
潔
で
美
し
い
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
町
が
行
う
こ
と

①
町
内
の
環
境
美
化
の
た
め
の
施
策
を

策
定
し
ま
す
。

②
町
民
や
町
を
訪
れ
る
人
、
事
業
者
、

土
地
・
建
物
の
所
有
者
や
管
理
者
、

国
・
県
に
対
し
て
施
策
の
実
施
に
必

要
な
協
力
や
要
諦
を
行
い
ま
す
。

◆
町
民
や
町
を

訪
れ
る
人
へ
の
お
願
い

①
家
庭
の
外
で
出
た
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
っ

て
分
別
収
集
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

②
地
域
で
の
清
掃
活
動
な
ど
環
境
美
化



環境美化宣言”北野町”の
人　口16．9脚人
住持致　4，4調性京
面　接　狐．49鵬
（平成6年3月31日現在）

横顔
県の中南部に位覆する北野町は、筑後
IIIの北岸一帯に広がる田圃地帯にありま
す。平安時代に京都の北野天満宮の代官
所として天満宮が創建されたのが地名の
いわれで、門前町として発展してきまし
た。基幹産業は展菜で、最近では、パセリ、
ミツパ、ホウレン草など軟弱野菜を中心
とした施股野菜の産地として定着してい
ます。春は、筑後川河畔に菜の花、秋に
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町内のたくさんの団体が清掃奉仕活動を行っている。
作業を絶えてポッとしたのもつかの問　数日後には
元のもくあみと化していることも少なくない
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初夏の学校行事〝田櫓え’の体験学習の
ひとコマ　もし、この田んぼに空きピン
が捨てられ、くだけ触ったとしたら・・・

翠‾‾‾　－、高市∴：ノ、弓

北
野
町
に
続
き
吾
地
で

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
が
制
定

平
成
4
年
、
全
国
に
先
駆
け
て
三
井

郡
北
野
町
で
、
罰
則
付
き
の
　
『
ポ
イ
捨

て
禁
止
案
例
言
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
も
大
き
く
と
り
あ
げ

ら
れ
、
話
題
に
な
っ
た
こ
と
は
、
皆
さ

ん
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

マ
ス
コ
ミ
の
反
応
は
、
町
内
外
を
問

わ
ず
、
大
き
な
反
響
を
巻
き
起
こ
し
、

全
国
各
地
の
市
町
村
が
同
様
の
条
例
を

つ
く
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
で
も
、
平
成
5
缶
・
に
、
福
岡
市

（
同
市
を
含
む
）
周
辺
の
二
十
二
市
町

村
で
罰
則
付
き
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

した。平
成
6
年
1
2
月
末
現
在
、
福
岡
県
内

九
十
七
市
町
村
の
う
ち
、
全
体
の
約
九

割
に
あ
た
る
八
十
七
市
町
村
　
（
内
、
罰

則
規
定
を
設
け
て
い
る
の
は
五
十
一
市

町
村
）
　
が
『
ポ
イ
捨
て
禁
止
案
例
言
を

制
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
自
治
体
で
、

住
民
の
モ
ラ
ル
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

が
な
く
て
も
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は

れ
っ
き
と
し
た
法
律
違
反
で
、
「
廃
棄

物
処
理
法
」
　
や
　
『
道
路
交
通
法
」
　
『
軽

犯
罪
法
」
な
ど
の
法
律
に
よ
っ
て
処
分

さ
れ
ま
す
。

北
野
町
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
反
応
が

大
き
な
引
き
が
ね
と
な
り
、
住
民
の
間

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

今
度
は
、
遠
賀
町
の
番
で
す

に
ゴ
ミ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
一

人
ひ
と
り
が
〝
ポ
イ
捨
て
〟
ゴ
ミ
に
つ

い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
条
例
が
施
行
さ
れ
た
後
は
、
町
に

〝
ポ
イ
捨
て
〟
さ
れ
る
ゴ
ミ
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
た
　
（
北
野
町
役
場
企
画
室

相
国
寺
慶
さ
ん
談
）
　
と
い
い
ま
す
。

遠
賀
町
で
も
こ
の
「
遠
賀
町
環
境
美

化
に
関
す
る
条
例
」
　
の
制
定
を
機
に
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
ゴ
ミ
に
対
す
る
関
心

を
今
ま
で
以
上
に
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。

〝
ポ
イ
捨
て
〟
　
ゴ
ミ
の
な
い
遠
賀
町

を
め
ざ
し
、
町
は
全
力
を
傾
け
て
い
き

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
行
政
側
の
か

ら
回
り
に
終
わ
ら
せ
た
く
は
な
い
の
で

す。
美
し
い
町
の
実
現
に
は
、
こ
の
町
に

住
む
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必
要
で

す
。
町
と
町
民
が
ひ
と
つ
に
な
っ

て
・
・
・
さ
あ
、
始
め
ま
し
ょ
う
。
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
。

今
回
、
遠
賀
町
が
制
定
し
た
条
例
に

は
罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
罰
則
規

定
を
設
け
る
設
け
な
い
に
つ
い
て
は
、

賛
否
両
論
さ
ま
ざ
ま
な
恵
兄
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
条
例
の
ね
ら

い
は
、
「
町
民
の
皆
さ
ん
に
環
境
美
化

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
こ

と
で
、
「
処
罰
す
る
」
　
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
と
え
条
例
に
は
罰
則
規
定



書oRuM 尾崎区の取り組みから

チビもたちに
ゴミの「ポイ階でをしない、させをい」
そんな大人に捻ってもらいたい

頴に汗を光らせ、もくもくと道端のゴミを拾いつづける。けっして楽な作業ではありま
せん　　　清掃奉仕活動。本紙でも何度も取り上げた話題です。しかし、ゴミの“ポイ捨て”

は一向になくなる気配すらありません。そこで、尾崎区子ども会の清掃活動に子どもといっ

しょに参加するお母さんお二人、佐々木ひさのさんと舛添浩美さんのお話から、美しい町

を作るためのヒントを得たいと思います。

尾崎区では、清掃活動を区をあげて積極的に

進められているそうですが、子とも会の清掃活

動についてお聞きしたいと思います。

舛添　子ども会を中心にしか舌動は2か月に
一一度、年に6回行っています。

佐々木　子ども会が行わない月は老人会が、
これも2か月に・度行っていますので、区

全体の活動は、毎月ということになります。

舛添　それでも毎回、

惜書籍
雄蕊器
佐々木　手本を示す
べき大人が、コミの

ポイ捨てをする、そ

れを子ともたちが
，　拾っている。これで

は、子どもたちに示

しがつきません。
舛添浩美さん　　　舛添　本当にそうで

すよね。ひといときなんか、朝、コミを拾っ

たところに、その日のお昼にはもうゴミが

捨てであるんですから。

子どもといっしょに清掃活動に参加されて、子

ともの反応はどうですか

佐々木　低学年の子どもたちは、まだ良く
分かっていないようで、「ここにも、ここ

にも」なんて無邪気にやってますけど、高

学年のチビもからは「なんで捨てるんだろ

う」と、いう声も聞かれます。

舛添　そういった点では、この子たちは小さ
いときから環墳美化についての意識を身に

つけているんだなあって感じますね。

佐々木　この子たちが将来大人になって、ポ
イ捨てを許さない心を持ってくれることを

考えれば、この活動も、意義のあるものじゃ
ないでしょうが。わたしたちが子とものこ

ろは、了宅も会で清掃活動するなんてこと、

なかったですよね。もっともあのころは、

ジュースといえばピン入りが主流で、今の

ように空き缶は少なかったからかもしれま

せん。

舛添　空き缶、べつに重いものでもないし、
自分が飲んだ後だから汚いものでもないの
に、とうして持ち帰れないんでしょう。事

の中に小さなゴミ箱を置いておくとか、い

くらでも方法はあるのに。

佐々木　方法といえば　町が各小学校に設置
した、喰う缶鳥（空き缶回収機）。あれは、
ポイ捨てゴミをなくす方法としては、よがっ

たと思います。今でも、子ともたちに人気

がありますよ。あれがあるから子どもたち

は喜んで空き缶を拾って学校へ持っていく。

子どもたちの環境美化達識向上にも一・役
買っているみたいですね。

今年の4月からこの町（こも一般に”ポイ捨て禁止

条例筒と呼ばれる、条例が施行されることになり

ました。話題になった罰則規定は、設けていませ

んが。

舛添　ゴミをポイ捨てしている人、わたしは、
町内の人ばかりじゃないと思うんです。む

しろ、町外の人が多いんじゃないでしょう

が。だから、条例を町外の人にもPRすべ

きだと思います。例えば、道行くドライバー

に、こんな条例ができましたといったテラ

シを配るとか。

佐々木　看板も効果
があると思います

よ。以前、ある町

で「ポイ捨てする

と00条例で処罰
されます」と書か

れた大きな看板を

見たことがありま

す。そのときは、「遠

賀町にもこんな条

例できないかな」つ

て、思いました。

いつも清掃活動を

しているからでしょうかね。
佐々木ひさのさん

舛添　この条例の目的は、皆さんに環境美化
意識を高めていただくというものだそうで

すね。本来、ポイ捨てなんて一人ひとりの

心掛け次第でなくなるものなんですか
ら・‥「わたしだけが捨てたって」じゃな

くで「わたしは、ポイ捨てしない」。分かっ

ていることなんですが、みんながこう思う

ことが大切だと思います。

佐々木　環境問題への関心が高まっている今
を逃さず、すべての子どもたちにゴミの「ポ

イ捨てをしない、させない」そんな気持ち

を持たせることが、わたしたち大人の役目

ではないでしょうが。
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ありがとう公民醸さん
地区公民館連絡協議会からも義援金

24の行政区の公民館長さんで組織される地区公

民館連絡協議会からも2月24日義援金101、500円

が役場に届けられました。「皆さんの協力のおか

げで思いのほかたくさん集まりました」と、会長

の森繁護さん。ふるさとつくりは公民館活動の日

的の一つ。この活動に　一役も二役も買っている公

民館長さんたけに「被災者の皆さんの‘‘ふるさと∵

復興」を願う気持ちは、人　一摺鉦、のかもしれま

せん。
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ポンプ車操法の訓練などで鍛えた、肉体に、明せきな頭鰭

をあわせもつ。地域を守る消防団は払たちの力強い味方

言‾

弱
者
の
宙
き
ん
「
フ
ァ
イ
ト
」

浅
木
小
児
童
会
が
義
援
金
を
寄
付

「
阪
神
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
2
月
1
3
日
、
浅
水
小
学
校
児
童
会

の
皆
さ
ん
が
、
真
心
の
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
募
金
箱
を

手
に
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
児
童
会
と
職
員
の
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
七
万
千
八
十
一
円
。
こ

の
中
に
は
児
童
会
の
活
動
と
は
別
に
　
「
み
ん
な
で
お
こ

づ
か
い
を
出
し
合
い
ま
し
た
」
と
い
う
6
年
3
組
の
義

援
金
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
は
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
小
学
校
で
行
わ
れ
た
バ
ザ
ー
の
売

上
の
一
部
と
遠
賀
南
中
学
校
生
従
の
保
護
者
ら
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
誰
援
金
あ
わ
せ
て
四
万
六
千
八
日
三
十
八
円

が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
、
き
っ
と

被
災
者
の
皆
さ
ん
に
届
く
こ
と
で
し
ょ
、
つ
。

地
域
を
守
る
努
た
ち
の
磐
し
キ
ラ
リ

遠
賀
郡
内
消
防
団
一
般
教
養
研
修

火
災
現
場
で
の
活
動
は
、
体
力
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
通
貨
郡

内
の
消
防
団
で
は
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
毎
年
、
春
と
秋
の
二
回
、
講
演
や
ビ
デ
オ
学
習
な

ど
の
研
修
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
そ
の
春
の
研
修
会
が

2
月
2
6
日
、
遠
賀
コ
ミ
ユ
一
二
T
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
健
康

生
活
」
。
集
ま
っ
た
約
二
百
人
の
団
員
た
ち
は
、
講
師

を
つ
と
め
る
相
良
慶
久
さ
ん
　
（
福
岡
県
家
庭
教
育
研
究

会
代
表
）
　
の
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。



さわやかlこほじける笑顔

ふれあいの里センターに元気な声がこだまする

心に残るキャッチフレーズで優秀賞
門司さんが農協の標語コンクールで受賞

「いくつになっても表彰されるのは、嬉しいも

んです」と満面の笑みを浮かべ賞状を手にするの

は、虫生津の門司会議さん。門司さんは、このほ

ど行われた福岡県農業協同組合の家庭薬「作文・

標語コンクール」の標語部門で優秀賞を受賞。こ

の部門で人質したのは郡内では門司さんただ一

人、県内でわずか6人の入質者の中のひとりです

から快挙です。

オーケストラの皆さんは、重い楽器をもって

福岡市からお祝いに駆けつけてくれた

【“‾‾＼ご　F � 

燭 
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∵ � � �� 

l �縄 ：∴ ÷：上手 � ��／手広 l＼ミ撃 襲∴∴∵、＼、毛 
撥∴ 

墜 �∴言∴∴． �。＼綴 蕊 �「＼＼：戦∴ 

標語は「，ふれあいを家族（こ運ぶ置きぐすり」

受賞の記念品、九谷焼を前に喜びの門司さん

勿体勝、生のオーケストラ
尾崎子ども会の6年生を送る会

「おや、体がぬくもってきたそ。そうか、思わずリズムを

取ってたんだ」。2月5日、尾崎公民館で行われた6年生を

送る会に、福岡ジュニアオーケストラが卒業のお祝いにかけ

つけてくれました。オーケストラのメンハーは、送る会に参

加している子どもたちと同世代。だから尾崎の子どもたちと

オーケストラのメンバーは、まるで幼なじみって感じ。送る

会ではクラシックはもちろん、みんなが知ってるアニメの曲

も演奏され、6年生だけでなく、会場を訪れたみんなにとっ

て、すてきなプレゼントになりました。

ヽ＼

老
い
を
オ
シ
ャ
レ
し
た
一
日

ふ
れ
あ
い
の
旅

い
つ
も
は
、
玄
海
町
の
保
護
施
設
で

行
っ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
の
旅
。
「
こ
の

町
に
は
、
ふ
れ
あ
い
の
里
が
で
き
た
ん

や
か
ら
、
こ
こ
を
使
わ
ん
手
は
な
い
ば

い
」
と
、
今
年
は
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
別
に
三

回
に
分
け
て
行
わ
れ
る
こ
の
催
し
、
初

回
の
2
月
2
5
日
は
大
盛
況
。
約
百
二
十

人
の
参
加
者
は
床
暖
房
の
き
い
た
ポ
カ

ポ
カ
の
大
広
間
で
、
歌
や
踊
り
を
楽
し

み
、
文
字
通
り
「
ふ
れ
あ
い
」
に
み
ち

あ
ふ
れ
た
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

河
中
　
頭
喜
選

散
歩
道
逆
に
歩
く
と
常
に
見
る

険
し
さ
山
の
変
わ
り
で
見
ゆ
る

伊
藤
ア
キ
コ

ふ
る
さ
と
の
相
田
雨
に
濡
れ
な
が
ら

左
議
長
の
竹
高
く
稲
ま
る
る
中
野
す
え
の

子
の
家
で
迎
え
る
元
旦
富
士
の
見
ゆ

良
き
年
明
け
に
め
ぐ
り
あ
え
た
り

三
浦
寿
美
子

新
し
き
暦
め
く
る
と
梅
の
花

匂
う
か
ご
と
く
描
か
れ
て
お
り

大
楊
ト
シ
ミ

そ
の
か
み
の
無
垢
な
る
妻
を
偲
ば
せ
て

今
宵
は
髪
を
榛
き
て
い
る
な
り

言
開
　
録
朗

鑓
鶴
恵
盈
幾
愛
護
簑

池
田
　
宰
利
運

古
墳
山
ど
こ
か
や
は
ら
か
冬
萌
え
て

柴
田
と
も
子

浮
き
島
の
枯
れ
て
大
河
の
ど
真
申

川
上
　
久
夫

栴
積
ん
で
寺
の
障
子
の
人
気
な
し

末
永
キ
ミ
枝

冬
腿
や
古
代
の
首
輪
深
み
ど
り
岩
萩
　
信
江

減
船
科
一
銭
の
頃
冬
ぬ
く
し玉
野
　
信
彦

彿
㊨
念
鍵
蟹
焚
㊨
金
紗
／
〉
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第1投票所 �島津、若松、鬼津、尾崎、田園北、田圃南、松の本、 別府の一部（緑光苑等）、広渡の一部〈遺言） 

第2投票所 �広渡（一部を除く）、遠賀Iii、新町、中央、 今古賀、旧偉、別府（一部を除く） 

第3投票所 �上別府、浅木、木寺、東和苑、老良、若葉台 

第4投票所 �虫生津、東町、西町、美蕾 
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県
知
事
・
媒
議
選
挙

県
内
で
厳
屈
し
た
人
の
捜
悪
は

螺
知
事
・
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

で
、
県
内
の
市
区
町
村
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
、
引
き
続
き

同
じ
県
内
の
他
の
市
区
町
村
に
一
回
だ

け
住
所
を
移
し
、
ま
だ
、
新
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
螢
録
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
次
の
方
法
で
投
票
し
ま
す
。

●
投
票
日
当
日
に
投
票
す
る
場
合

投
票
日
当
日
は
、
新
住
所
地
の
投
票

所
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
旧
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
し
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

新
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
で
、
叩

前
に
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
宥

す
る
旨
の
証
明
書
」
　
の
交
付
を
受
け

（
遺
質
町
は
住
民
課
で
発
行
）
、
こ

の
証
明
書
を
持
っ
て
旧
住
所
地
の
投

票
所
へ
行
き
ま
す
。

●
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

投
票
日
当
日
、
や
む
を
得
な
い
理
由

で
旧
住
所
地
で
の
投
票
が
出
来
な
い

場
合
に
限
り
、
新
・
旧
住
所
地
の
い

ず
れ
か
の
選
挙
筒
理
委
i
l
会
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

▽
旧
住
所
地
で
の
不
在
者
投
票

こ
の
場
合
は
、
「
引
き
続
き
県
内
に

住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が
必

要
で
す
。
証
明
書
を
提
示
し
、
不
在

者
投
票
手
続
き
を
す
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
。
私
闘
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県議会議員一般選挙 立候補受付標との日程 

●第1捜票所　　　　　　　　　　　　　　　す明明 

4月9日執行の県議会議員一般選挙の立候補予 定者説明会などの日程は次のとおりです。 ◆立候補予定者説明会◆ ●日時3月17日（金）午後1時30分－ ●会場中間市役所・本館第3階会議室 ◆立候補届出書類等の事前審査◆ ●日時3月24日（金）午前8時30分一午後5時 ●会場中間市役所・本館第3階会談室 ◆立候補受付◆ �　はの 賀寡窒選交 響柑挙付 　管が 　理必 　委要 義図1∴曇霊 　でり 　発ま 　行す 　LO ，ま証 

●日時　3月31日（金）午前8時30分一午後5時 � �●第2投票所（遠賀町役場） �� 

●会場中間市役所・本館第3階会談室 遠賀町・町議会報員 一般選挙立候補受付などの日程 � ���●寛3投票所 （浅木小学校体育館） ：∴∴： 

患一　一　内）℡獅rl2緋 4月23日執行の町長・町誠会議貝一般選挙の立 候補予定者説明会などの日程は次のとおりです。 �グ務輩 　　交全便 ���E 口語部保育園 �� 

◆立候補予定者説明会◆ � 

立候補届出蜜などの記載方法、選挙運動など全 般についての説明会です。立候補予定者（代理出 席可能）は必ず出席ください。 ●日時3月23日（木）午後1時30分－ ●会楊遠賀町役場2階大会議室 ◆立候補届出書類等の事前審査◆ ●日時4月11日（火）午前9時一 ●会場∴遼償町役場第2会議室 ◆立候補受付◆ ●日時4月18日（火）午前8時30分一午後5時 � ��●第4投票所 

（虫生津公民鰭） ��　　　　　　　　▽ 会持な委証き笛∴雷こ新 

へ　つ　ど貝　明競理・の住 

●会場　遠賀町役場2階大会議室 
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劾
わ
た
れ
盤
の
生
き
が
い
づ
く
り

い

き

遅
す
ぎ
ま
せ
ん
？
　
余
暇
が
で
き
て
か
ら
の
趣
味
さ
が
し
、
引
っ
込
み
思
案
の
わ
た
し
が
、

ま
さ
か
の
生
き
が
い
づ
く
り
・
生
涯
学
習
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
こ
れ
で
、
わ
た
し
も
美
し
い

熟
年
。
わ
た
し
が
輝
く
と
、
家
族
が
、
そ
し
て
、
ま
わ
り
が
輝
き
ま
す
。

『
明
る
い
家
庭
環
境
づ
く
り
』
中
央
公
民
館
事
業

親
の
役
割
＝
再
認
識
　
家
庭
教
育
学
級
終
わ
る

手
と
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
成
を
め
ざ

し
て
、
家
庭
教
育
の
中
で
の
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
を
中
心
に
、
親
と
し
て
の
役
割
を

再
認
識
し
な
か
ら
、
健
康
で
心
豊
か
な
家

庭
づ
く
り
を
と
、
昨
年
6
月
か
ら
8
回
に

わ
た
っ
て
町
内
3
小
学
校
を
会
場
に
し
て

『
家
庭
教
育
学
敬
重
　
が
開
か
れ
ま
し
た
。

児
轟
を
も
つ
、
そ
し
て
家
庭
教
請
に
熱

い
関
心
を
も
っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
、

『
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
言

『
同
和
問
題
の
啓
発
常
習
≒
思
春
期
に

お
け
る
子
と
も
の
心
理
㌔
夫
婦
と
子
ど

も
㌔
社
会
見
学
≒
し
め
縄
づ
く
り
㌔
心

と
身
体
を
考
え
る
≒
仲
間
づ
く
り
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
と
、

い
ろ
い
ろ
な
最
重
な
体
験
を
さ
れ
、
先
月

中
旬
、
そ
れ
ぞ
れ
閉
級
式
が
あ
り
、
平
成
6

年
度
の
家
庭
教
育
学
級
を
閉
じ
ま
し
た
。

学
習
を
終
え
た
、
お
母
さ
ん
た
ち
学
級
先

か
ら
の
感
想
が
届
き
ま
し
た
。

－
親
の
責
任
を
再
認
箇
－
鬼
門
小
学
校

学
級
生
か
ら
の
手

嶋
門
小
学
校
　
会
場
か
ら

▽
　
こ
の
学
級
で
学
ん
だ
も
の
は
、
や
は

り
大
き
な
「
愛
」
で
し
た
。

▽
ど
の
お
話
を
と
っ
て
も
、
心
を
打
つ

す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
、
子
と
も
た
ち
に

よ
り
よ
い
家
庭
環
境
を
作
っ
て
あ
け
る

親
の
賞
件
を
持
鶴
認
し
ま
し
た
。

▽
社
会
見
学
も
妬
評
。

▽
　
し
め
縄
づ
く
り
で
は
、
出
来
上
が
っ

た
し
め
縄
に
、
金
員
の
頓
が
喜
び
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

▽
　
こ
の
企
画
が
、
長
く
続
く
こ
と
を
希

望
し
ま
す
。

浅
木
小
学
校
　
会
場
か
ら

▽
講
師
の
方
々
の
す
ぼ
ら
し
い
お
話
に

－
貫
重
な
体
験
－
浅
木
小
学
校

自
分
が
常
々
思
っ
て
い
る
こ
と
に
自
信

が
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

▽
今
後
、
学
ん
だ
こ
と
を
一
つ
．
つ
実

践
し
、
家
族
と
．
緒
に
成
長
し
た
い
。

▽
大
切
な
学
童
期
、
思
春
期
の
子
ど
も

た
ち
を
も
つ
親
と
し
て
、
自
分
自
身
を

見
つ
め
直
す
い
い
機
会
と
な
っ
た
。

▽
し
め
縄
つ
く
り
も
、
費
重
な
体
験
を



－‘‘学習なかま’’との出会い－

閣圏閣園星図
英語もさまざま

日本人が、英語の勉強をする際に、必ず、『和

製英語』という隔害にぶつかります。そして、

それが勉張のじゃまをする時がきます。今まで、

英語と思い込んでいた言葉が、いざ使ってみる

と、まったく通じない・・。このようなことが

起きると、カタカナで葺かれているすべての言

葉が、怪しく思えてしまう。このようなことは、

よくありますね。

アメリカ人とイギリス人の会話を、煮えてみ

ましょう。お互いに英語を使って会話をします

が、言いたいことがうまく通じないこともあり

ます。というのも、アメリカには、アメリカ人

が作った英語があり、イギリスにはイギi）ス人

が作った英語があるからです。　　各国の言葉

は、各国の文化の影響を受けながら進化します。

当然、日本には、日本人が作った英語があって

もおかしくないわけです。もちろん、外来語に

よっては、イギl）ス人に　通じても、アメリカ

人には通じない言葉が、たくさんあります。

それでは、イギリス人と日本人に通じてもア

メリカ人に通じない英語を、いくつか紹介しま

しょう。

〈 § 鷲 �●一　一 bonnet　ボンネット・ � �…・hood �） 

cinema　シネマ � �…“moVle � 

handbag　ハンド／トンク・ 

…・jacket � 
lUmPer　ジャンパー・ 

IerSey　　ジャージ 

このコーナーに対しての ��、“意見、ご感想、 

また、ご貸間のある方は、役場内の教育委 

貞会までお送りください。お待ちしています。 

一、言＼

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ
う
な
伝

承
文
化
を
、
み
ん
な
で
大
切
に
受
け
継

い
で
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

－
勉
強
に
な
り
ま
し
た
－
広
波
小
学
校

広
連
中
学
校
　
会
場
か
ら

▽
講
師
の
方
は
、
経
験
が
豊
富
で
、
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

例
を
挙
げ
ら
れ
、
わ
か
り
や
す
い
お
話

で
し
た
。

▽
夫
婦
の
問
題
、
思
春
期
の
子
ど
も
、

健
康
の
問
題
な
ど
、
と
れ
も
う
な
ず
く

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

▽
し
め
縄
づ
く
り
は
、
大
変
だ
っ
た
が

完
成
し
た
し
め
縄
を
見
て
、
感
激
。

▽
　
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

▽
来
年
も
、
ぜ
ひ
企
画
し
て
欲
し
い
。

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』

「
社
交
ダ
ン
ス
」

「
趣
味
の
園
芸
」
に
人
気

1
月
1
0
日
発
行
の
広
報
「
お
ん
が
」
町

民
学
習
「
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク
」
で
、
学
級
参

加
の
希
望
調
査
　
（
2
月
末
日
締
切
り
）
　
の

結
果
、
「
社
交
ダ
ン
ス
」
　
に
次
い
で
、

「
趣
味
の
園
芸
」
に
、
多
く
の
参
加
希
望

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
に
、
4
月
か
ら
こ
の
2
学
級

の
開
設
へ
向
け
て
、
轄
備
に
入
り
ま
す
。

も
し
も
、
こ
れ
ら
の
　
『
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
学
級
』
　
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思

わ
れ
る
方
は
、
至
急
、
中
央
公
民
館
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

公
民
館
静
座
と
し
て
開
き
ま
す
。
教
材

費
は
、
各
自
が
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

1
0
回
の
学
習
終
了
後
は
、
そ
の
ま
ま
、

自
主
学
溜
グ
ル
ー
プ
と
し
て
学
習
活
動
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
期
限

2
月
2
5
日
（
土
）
厳
守
く
だ
さ
い
。

「
社
交
ダ
ン
ス
」

始
期
　
4
月
中
旬
ま
た
は
下
旬
か
ら

学
習
回
数
　
　
　
　
　
　
1
0
回

月
4
回
、
土
曜
日
の
午
後
2

時
か
ら
4
時
ま
で
　
（
2
時
間
）

学
習
場
所中
央
公
民
館
2
階
　
講
義
室

は
き
も
の
　
（
フ
ロ
ア
ー
の
関
係
で
）

金
具
の
打
っ
て
い
な
い
靴

「
凄
味
の
曲
芸
」

始
期
　
4
月
中
旬
ま
た
は
下
旬
か
ら

学
習
回
数
　
　
　
　
　
　
1
0
回

月
2
回
、
土
職
日
の
午
前
1
0

時
か
ら
正
午
ま
で
　
（
2
時
間
）

学
習
場
所中
央
公
民
館
2
階
　
講
議
室

指
導
は
、
い
ず
れ
も
町
民
学
習
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
草
葉
有
志
指
漂
着
が
担
当
し
ま
す
。
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ふれあいの里センターは、オーブンして3か月を過ぎました。 

おかげさまで毎日たくさんの皆さんにご利用いただいております。 
このセンターにお越しいただくために、現在「つる号」「かめ 

号」の2台の送迎パスを午前・午後それぞれ1便ずつ運行してい ますが4月1日から午前・午後それぞれ2便に増便します 

現在、送迎バスの新しい時刻表を作成中です。時刻表は本紙3 ���資源保護のため 
月25日号に折り込みます。 　8聖人式のため 　菓園易くi旧〃働け間脳轍朋園田 �� �金あき缶は㊧ リサイクルへ 役場293－1234 

露頭韓鷲業 中央公民績 展示ロビーだより ●顕示作品 水墨因 ●教示細面 3月24日（金）まで 

薫蓮田田園蘭t細慈暢髄鞘Sm罷職細面胸囲悶岡田害陶寒鮒i蜘i糊宴 

∴le二王原1三l狸穴　　悶嗣概説「醐i上玉上昇 � 

鱒轢駒開閉囲剛営翻懸想困惑鹸涙誠鵬 �∴言争い∴ 

水際で守る平和な日本。情報は、門司税関密輸110番 I 
ル　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ � ��4月から 児重扶養手当の 

…日で途五遣空「九 番国プロ現月派寡に力の3参み上目し飛白州ア �ア �韓 
加際　と地5遺集賛教∴旅年加ま園間まぶ由市フ 農協ケ寺主日期人向背行生質せの○す少・とり カニ子要（問員で基にま格ん入会〇年共同力 �ブ リ 力 教 育 ��婁鋸が電長きれます 児童扶養手当は、両親の寵姫や ．父親の死亡などのため、父親と生 計を同じくしていない児童（国民 

四事ア屋訪土　　き金耐で　か々の派協生市教 十業政、問）7三るのえの小○の援述九・教育 

二田府テ先　月十人会ら健学　生助期隊平育基 万な、ィ（22人なやれ康5∴∴活車間を和委金 

円　ど　自　力　予　　日　　と　N　る　で年　　や　業　は　ア」貝　の �基 金 ��年金の受給対象者を除く）の概観 や母親に代わってその児童を養育 
本難定（　G人、生　文を夏フを会会 大民、‾　土　　〇〇十か　化通休り柱ので 

便キ　）　のア五ら　にしみ力と後は 館ヤナ（∴∴∴∴活7日高　級でのにし接、 �の 会 �要義 �している人に支給されます。 これまで、支給される児童の年 齢は「18歳未満」となっていまし たが、平成7年4月から「18歳に 達する日以後の最初の3月31日ま で」に改正されます。 なお、児童扶養手当を受けるに は、申請が必要です。役場福祉係 で手続きを行ってください。手当 の支給要件に該当するようになっ た日から5年が経過すると、請求 ができなくなりますのでご注意く ださい。 
’ン　イ　　8　　　　動　り　開　校　　れ、十　派　た　で　北 

●●●●●●　● 証他使込料入る まの話目 す出で（ ○席ど木 者う） 　∠ 

たぞ享　　豊　　里　警撃箪震えへ集道　具ヲ ���●問い合わせ　役場福祉係 

I2



ヽiO＝ 鴬畳 賀 �電 話 番 号 で �●　●　●　　±　し　き地 

謝期募貝資ですに 礼聞集、格いる対 

定常　　ま　た　す 
ア一員勤20すめる ン年　の歳。’意 

ケ　間　五公以　　基見 
I（　人務　上　　地、 

場 所 探 し 『 一㍍I �ト4（貝の　モ提 嗣月先を人　二言 

郡 消 防 ��杏か着　除（　　夕　な 
費ら順く議iど 用）））会　をを 

と　　　　　　の　　募　お 

薯 の 消 防 ��し　　　　　　議∴∴無　間 

薗 検 索 �●　　　　　　　　● 
℡問でハに中でて 〈い中が（し三千 

緊 急 指 A “P シ ろ 7° ム ��2合しキ当込千五 韓 　円 i 
装 置 （l＝， 

卜、＿）＿／一一＼、

寄つで窃擁。i諦観騰る

醗擬藍
可嬰いから飼う、いらなくなったから捨

てる。飼い主の勝手な都合で処分される犬

の数は、県内で毎年約185，500頭にものぼ

ります。このような、かわいそうな犬を一

頭でも救うために、福岡県では子犬の里親
さがしを行っています。

遠賀保健所にお越しください。
●とき　3月29日（水）▽受付＝午後1

時～1時15分▽子犬の抽選＝午後1時

15分～1時45分

●ところ　遠貫保健所
●持ってくるもの　印鑑と段ボール箱な

どの子犬を入れるもの
●問い合わせ　遠賀保健所衛生課

℡（201）4161

※抽選のあと、犬の正しい飼い方の講習会

なども行われます。

救急遠賀町　　　　44件

郡　内　　　226件

火災遠賀町　　　1件

郡　内　　　　4件

ヽ

1
歳
6
か
月
児
健
康
診
蓋
と

乳
児
相
談
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
ば
保
健
衛
生
係
へ

◆
1
歳
6
か
月
児
健
康
珍
重

●
と
き
　
3
月
1
6
日
　
（
木
）
午
後
1
時

1
0
分
～
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
5
年
1
月
か
ら
9
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
診
票
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・
歯

科
医
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
に
よ
る

保
健
指
導
な
ど

●
料
金
　
無
料

※
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す

◆
乳
児
相
談

●
と
き
　
3
月
2
8
日
　
（
火
）
　
午
前
9
時

5
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
生
後
1
か
月
－
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う
ー
・

「
精
神
障
害
者
家
族
の
集
い
」

3
月
3
1
日
●
遠
賀
保
健
所
で

●
と
き
　
3
月
3
1
日
　
（
金
）
　
午
後
1
時

0
0
分
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町
吉

田）
●
内
容
　
飯
塚
記
念
病
院
滴
神
科
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
川
口
直
宏
さ
ん

の
講
演
「
家
族
の
か
か
わ
り
方
に
つ

いて」

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
所
保
健
予

防
課
℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

老
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

非
常
勤
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

3
月
3
1
日
ま
で
に
遠
賀
中
間
医
師
会
へ

●
応
募
資
格
　
次
の
要
件
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
5
0
歳
ま
で
の
人
①
保
健

婦
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
持
つ
人
②
普
通
自
動
車

免
許
を
持
っ
て
い
る
人
③
現
在
、
病

院
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
勤
め
て

い
な
い
人

●
応
募
締
切
り
　
3
月
3
1
日
　
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
中

間
医
師
会
老
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
　
〔
水
巻
町
下
二
西
二
丁
目
一

－
三
三
℡
　
（
2
0
2
）
　
3
5
0
4
〕

芦
屋
基
地
諸
施
策
改
善
の
た
め

に
●
基
地
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

応
募
ハ
ガ
キ
は
役
場
に
あ
り
ま
す

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
、
基
地

周
辺
の
皆
さ
ん
か
ら
自
衛
隊
や
芦
屋
基

消
防
隊
や
救
急
隊
な
ど
が
一
刻
も
早

く
現
場
に
到
着
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
、

大
切
な
生
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

遠
賀
郡
消
防
本
部
で
は
、
迅
速
な
救

助
活
動
を
進
め
る
た
め
、
消
防
緊
急
指

令
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
そ

の
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
に
地
図
検
索
装
置

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
指
令
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
電
話
番
号
を
入
力
す
る
だ
け

で
、
そ
の
番
号
の
地
点
を
中
心
と
し
た

周
辺
の
地
図
が
テ
レ
ビ
画
面
に
表
示
さ

れ
る
仕
組
み
。
こ
の
装
置
の
導
入
に
よ
っ

て
、
消
防
隊
や
救
急
隊
が
よ
り
早
く
現

場
に
到
着
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
装
置
に
登
録
し
て
い
る

の
は
、
電
話
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番

号
の
み
。
電
話
帳
に
番
号
を
載
せ
て
い

な
い
人
や
住
所
を
移
転
し
た
人
は
、
遠

賀
郡
消
防
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
登

録
は
、
も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
。
ま
た
、

電
話
番
号
を
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
署

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
1



「はくは、尼崎のカラヤンさ」。2月5日、尼崎公民

館で行われた6年生を送る会「福岡ジュニアオーケス
トラのコンサート」の－こま。“ござ観のイヴサを一本抜
いてタクトのようにシュッシュッ。将来は名指揮者かな。

あん �が少年サッカークヨプ綿　　　　　　　　実　　工。王室立案肇ここ王国■婁」盛」，一 

ih物実害で関越　　轟擢華甲一堅甲繁閑、／ 
1月22日、豊津町グラウンドで北九州少年サッカー大会が∴：∴∴ニー∴一一三ン∴言二　一上玉 

行われました。この大会に遠賀町のおんが少年サッカークラ∴　二一一一ノ‾‾一J 謂碧Bリ‾ク（5年生以下の都）で同クラブが初鰯工三、　∴－JL勘計． 　　　　　　／1回‾ふ《÷ミ∴ 

1°　一　　一　一　」＼車‡ニ／ 
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